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ヘルムート・オルトナー氏講演会 
「海外ジャーナリストから見た日本の刑事司法・刑罰制度」 

 

■企画趣旨: 
 龍谷大学 犯罪学研究センターは、犯罪予防と対人支援を基軸とする「龍谷・犯罪学」 の構築を目指

して、人間科学・社会科学・自然科学の観点から多様な研究活動を展開しています。 

 さて、2020 年 4 月に、京都で国連犯罪防止刑事司法会議（京都コングレス）が開催されます。刑事

司法に関わる国際機関、各国代表、研究者、NGO等が京都に集結し、世界中の 刑事司法関係者の視線

が日本の刑事司法制度に注がれることとなります。 果たして、世界の中で日本の刑事司法・刑罰制度

はどのような位置づけなのか、ドイツ人ジャーナリストから見た日本の刑事司法、刑罰制度（とりわけ

死刑制度）についての話 を伺い、刑事司法・刑罰制度のあり方について検討したいと思います。 

 講師のヘルムート・オルトナー氏は、著作『国家が人を殺すとき、死刑を廃止する理由 』の翻訳本

が日本で出版されるのに合わせて来日されます。翌 3月 2日には京都弁護士会・日弁連主催のシンポジ

ウムでも講演される予定ですが、その前夜にじっくりと話を伺うことのできる貴重な機会となります。 

刑事法学、とりわけ刑事政策・犯罪学を専門とする石塚伸一教授からも解説を行います。ぜひふるって

ご参加ください。 

 

■開催概要： ○参加無料・事前申込不要。どなたでも参加いただけます。 
開催日時 2019 年 3 月 1 日(金) 18:00～20:00 

開催場所 龍谷大学（深草キャンパス） 至心館 1階フリースペース 

講 師 ヘルムート・オルトナー（Helmut Ortner）氏 （ジャーナリスト） 

通 訳 須藤 正美氏（中央大学講師） 

モデレーター 石塚 伸一（本学法学部教授・犯罪学研究センター センター長） 

主 催 龍谷大学 犯罪学研究センター | 京都弁護士会「刑事法制研究会」 

 

■講師紹介： 
ヘルムート・オルトナー（Helmut Ortner）氏 
1950 年、ドイツ・ゲンドルフ生まれ、ジャーナリスト、編集者、著述家。オッフェンバハ・アム・マ

イン造形大学に進学。ダルムシュタット専門単科大学で社会教育学と犯罪学を専攻。1978 年以降、「ヒ

トラーの裁判官フライスラー」など多数の著作を刊行。 


